
 1 

信頼される AI システムを支える基盤技術 

  ２０２０年度採択研究代表者 

 

伊藤 孝行 

 

 

京都大学 大学院情報学研究科 

教授 

 

 

ハイパーデモクラシー：ソーシャルマルチエージェントに基づく大規模合意形成プラットフォームの

実現 

 

 

  

2021 年度 

年次報告書 



 2 

§１．研究成果の概要 

 

本研究の目標は、ハイパーデモクラシープラットフォームの研究開発しその社会実験によってそ

の効果を示すことである。2021 年度は以下の研究を実施した。 

研究開発項目１（理論）では、議論構造の抽出について、Graph Attention Network を用いた抽

出手法を精緻化することに成功した。そして、合意形成のメカニズムに関する自動交渉エージェン

ト競技会では国際大会３位を獲得している。また、社会科学チームによって、議論の質の指標であ

る DQI（Discussion Quality Index）を開発し、その初期バージョンを完成した。加えて合意形成プロ

セスのモデル化についても進めている。 

研究開発項目２（開発）では、2021 年度の目標の一つとして試作システムの実現を掲げていた。

この試作システム（X-Agree と呼ぶ）は、今後のエージェントの分散配置（つまりパーソナルエージ

ェントの実装）に向け、パーソナルページ（個人ページ）を持つ議論プラットーフォームシステムとし

て設計した。既存の D-Agree システムをもとに、パーソナルページを作り、パーソナルエージェント

とユーザのインタラクション API を整備し、UI を最新版に更新した。これに伴い、X-Agree のアーキ

テクチャをモジュールベースとし、D-Agree システムの各モジュールを再利用することで試作システ

ムとしてまとめた。また、モジュール化により、ファクトチェックモジュールの開発を進め、エージェン

トの slack や teams への対応も行った。 

研究開発項目３（実験／社会展開）では、アフガニスタン、インドネシアなどでの実験を続けてお

り、また Agreebit 株式会社の協力の下、春日井市、名古屋市、志摩市などとの共同実験も進めて

いる。特にアフガニスタンの政権交代時にシステムを稼働し続けることで重要な市民の意見を得る

ことができた。今後の展開で NPO 設立も検討している。また、社会科学において合意形成や AI の

倫理に関連して研究を進めている京都大学や筑波大学のグループや、デルフト工科大学などとの

共同研究も実現しつつある。 
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§２．研究実施体制 

 

（１） ハイパーデモクラシープラットフォームグループ（京都大学） 

①  研究代表者：伊藤 孝行 （京都大学情報学研究科 教授） 

② 研究項目 

研究開発項目１：マルチエージェント創造的合意案創成アルゴリズムの設計 

研究開発項目２：ハイパーデモクラシープラットフォームの開発 

研究開発項目３：評価実験と社会実験 

 

（２） サイバー国際会議と発展途上国での国際社会実験 グループ（東京都立産業技術大学院大

学） 

① 主たる共同研究者：松尾 徳朗 （東京都立産業技術大学院大学 教授） 

② 研究項目 

⚫ 大規模合意形成を目的としたサイバー国際会議と発展途上国での社会実験 

1. 納得を導く大規模合意形成における応用理論構築 

2. サイバー国際会議における大規模合意形成社会実験 

3. 発展途上国における大規模合意形成社会実験 

 

（３） 社会科学グループ（研究機関別） 

①  主たる共同研究者：大沼 進 （北海道大学文学研究院 教授） 

②  研究項目 

⚫ 研究開発項目３：評価実験と社会実験 

1. 指標の設計と作成：熟議民主主義論の知見から当該技術の評価基準を開発 

2. D-agree を用いた予備実験 

 

（４） 社会問題概念体系化グループ（研究機関別） 

①  主たる共同研究者：白松 俊 （名古屋工業大学 大学院工学研究科 准教授） 

②  研究項目 

⚫ 社会問題概念体系整理とシビックテックに関する社会実験 

（１） ナレッジグラフによる社会問題の概念体系化 

（２） 合意形成の根拠となり得るファクト情報の収集・構造化機構の開発 

（３） 実社会フィールドでの検証 
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